ヒロ ーー ド 紀 に に | 
LMC り (Q) りー 朗 先 し な いで くだ さい 。 部 記 中 組 同 周辺 で は 使用 し な いで くだ さい 。 | 使用 前 の ご 注意 充電 池 お よび 充電 詳 
人 使用 環境 画 隊 害 物 2 二 池 、 作 電 諾 お よび 関連 する アク セ サ リー は 下記 の 通り で す 。 
など の 軍 中 に 全 用 し な いで くだ 誤動作 する 原因 と な り ま す 。 混 、 多 混 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉 じん の 本 携 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た め 、 に る 2 
、 さい 。 稀 通 事故 の | り ます 。 病院 や 医療 欄 半 で は 、 医 聞 騰 な ど に 支 | . 多い 凡 所 は 避け て お 便 い くだ さい 。 間 に ビル や 相 狼 、 ま た は 山 や 陸 寺 の 際 青物 が ら ニ ツケ ル 水 素 電池 る シン グル 充電 語 セ ッ ト ・ EDC-1B5A 
5 が 人 用 す る と で は を 泊 な 場所 障 が な いか 十分 に 確認 の 上 、 管 理 者 の 許 る と 通信 で きる 距離 が 短く な り ま す 。 : EBP-178(].2V 8000mAh) 欠 ツ イン 連結 充 十 器 セ ッ ト : EDC-186A 
特定 小 電力 専用 受信 機 に 止め て か ら ご 使用 くだ さい 。 携帯 型 無 可 の も と ど ご 使用 くだ さい 。 画 分 解 し な いで 。 の の > 
線 生 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 無線 窒 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な 上 本 = 釜 AC ア ダ プ ター : EDC-188 介 ツ イン 連結 充電 スタ ンド : EDC-186R 
交通 法 違反 で 神 は られ ます 。 る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 分 解 し た り 内 部 を 聞け る こと は 絶対 に し な いで く 国 水 に つけ な いで 6 
切 そ の 机 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 く だ さい 本 携 は 防水 仕様 で は あり ませ ん 。 直接 征 や 水滴 が 斑 連 結 用 AC ア ダブ ター : EDC-168 
計 の 近く で な くだ だ さい 。 か か る よう な 使い 方 は し な いで くだ さい 。 万 一 、: 8 ー は 人 に 去 器 に 満 公 二 ら ご 
により 提 の 抽出 動 EN 男 ご 使用 禁止 場所 た 時 艇 いた 宙 で く 拓 な 取 ら 、 電 を 取り 光電 他 は 出 条 時 に は 分 に 充 吉 され て いま せん 。 お 買い 上 げ 移 に 清司 し て か ら で 全 
LI の 原因 と な り ます 。 使用 場所 に よっ て は 思わ 電波 陣 定 を 引き 起こ す 外し て 内 部 を よく 束 燥 させ 、 完 全 に 東 くま で 電源 用 くだ さい 。 碗 電器 の 動作 温度 箇 囲 は 一 10Cー40C で す 。 
こと が おり ます 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な い を 入れ な いで くだ さい 。 ケル 水素 充電 池 を 満 充 吉 する の に 要する 時 間 は 約 6 時 間 で す 。 
で くだ さい 。 9 が 0 の 
(航空 科 内 、 空 溢 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 弥 局 田 バ ッ テ リ ー セ ー ブ に つい て 導 語 ・ 雅 圧 、 容 量 、 二流 な どの 仕様 販社 製品 と 合わ な い 可能 性 が あり 、 、 履 障 
| 題 受 信 機 本 体 の 取り 扱い に つい て 周辺 、 病 院内 な ど ) 電池 の 消耗 を 防ぐ 歓 能 で す 。 受信 待ち 受け 状態 で ーー となり ます の で 市 販 の 充 露 池 は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい !。 
ピ イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あらかじめ 音 水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ 約 5 秒間 叶 一 操作 が な いと と この 機能 が 動作 し ま  : ・ 久 の 旬 寺 広 する 多用 で す 。 市 販 の 充電 池 を 区 電 する こと 
| 三 ] 景 を 下げ て くだ さい 。 隊 力 障害 の 原因 に う 、 ま た ぬら さ な い よう に ご 注意 くだ さ 日 本 国内 で の み 使用 し て くだ さい 。 す 。 信号 を 受信 する か 、 キ ー 操 作 が お こ な わ れる と は で きま せん 。 1 
な る こと が あり ます 。 い 。 次 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま バッ テリ ー セ ー ブ は 解除 され ます 。 バッ テリ ー セ ・ 長期 間 使 用 し な いと き は 、 計 電 池 を 本 体 か ら 取 り 外 し て くだ さい 。 
本 書 に は 拓本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す . す 。 This product is permitted for use In Japan 一 づ 動 作 時 に 信号 を 受信 する と 、 通 話 の 始め が 途 2 ・ を は 端子 が ショ ー ト し な いよ うに ビニール 袋 に 入 
me 2 上 * 分 解 し た り 、 内 部 を 開け る こと は 絶対 に only 切れ る 場合 が あり ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 ] れる な ど 注意 し て くだ さい 。 端子 が ショ ー ト する と 、 三流 が 六 れ て 火 
ー 部 機能 こつ いて は 弊社 ホー ムペ ー ジ に ある し な いで くだ さい 。 導電 和 5 本 3903 9] き 起 こす 危険 性 が お り 8 s 
補足 説明 害 を ご 臣 く だ さい 。 6 は MAC) 還 受 信 距離 男 第 三 者 に よる 傍受 GE Pe 
でも 5、 テース 虹 し た 5、 攻 人 6 の 司 還 となり ます 。 受信 で きる 距離 は ご 使用 に な る 送信 拉 や 有休 坦 所 電波 合用 し て いる 6 人 は 和 シン グル 充電 器 (EDC-185A) の 使用 方 法 ………… 
な り ま す 。 直 射 日 光 を 避け で 風 近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 明 止 する こと は で きま せ ① に 
アル イン コ の 朋 信 機 を お 買い 上 げ い た だ さま し て あり が と う ご ざ いま す 。 い 居 央 で だ さい 。 を 固 か な いで くだ さい 。 と ば れ た り 、 ん 。 その た ゆ 、 補 を 要する 下 な 通 信 に 使用 する ( じ 受 信 機 に ニッ ケル 水 充 電池 (EBP-179) を 装着 し ます 。 
5 さい す 5 くだ 2 し 前 投了 の 了 も 2 は お 0 の で ませ ⑨AD ア ダ プ ター の ブラ グ な 充電 背面 の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


製品 の 機能 を 充分 に 発 押さ せ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 
書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 アフ ター サー ビス な ど に つい て も 
記載 し て いま す の で この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 ま た 、 補 足 
シー ト や 正誤 宮 が 入っ て いる 場合 は 、 取扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 


⑧AC ア ダブ プター を 家庭 用 コン セン ト AC100V に 接続 し ます 。 
ョ ④ 受 信 提 を 充 直 器 の ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 充電 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点灯 し ます 。 
直線 で は 二 ! 充電 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


因 と な り ま す 。 


罰 完 電器 の 取り 扱い に つい て 


に 立 指定 以外 の 皿 圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 碗 電器 の AC ア ダ プ ター を 、AC コ ン セン ) 骨 こと が で き な い こと が あり ます 。 この よう な 場合 
ど 便 用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 製品 は 特定 淡 0・・ 了 の 良 田 と な り ます 。 ト に 隆 天 に し 込ん で くだ さい 。AC ア は 中 細 通信 エリ ア を 広げ る こと が で きま す 。 ー | AP アダ フタ ー amor || AC ア ダフ ター 
小 電 力 ト ラン シー バー の 受信 機 と し て お 使い いた だ け ま す 。 2 ダブ ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火 “人体 を 含む 林寺 物 や アン テ ナ の 向 ぎ 、 歩 く な ど 移動 に 伴う 影響 を 受け や ずく 、 | も 生き 
EC.0 と 計 MM ED | 0 
で くだ さい 。 発熱 ・ 発 火 の 原 因 ・ 回 皿 ! s 
+ と な り ます 。 充電 器 の AC ア ダブ ター の 刃 に 、 ほとり 人 で も 内 で 8 Mg | 9 
RoHS ぬれ た 手 で 芝 電 器 の AC ア ダ プ ター に 般 も 0 コー Pr つも Bb お きか た 
ーー ーー) た 手 で 充 人 器 の AC ア ダブ ター に | ショ ー に より 火災 ・ 感 電 ・ 

RI アブ つ コ 株 式 会 社 電子 一 楽 部 れ た り 、 抜 き 送 し し な いで くだ さい 。 王 の 原因 と な り ま す 。 | 

京 103-0027 東京 導 中 央 区 日 醒 2 丁目 3 番 21 号 八 表 洒 セン トラ ルビ ル 4 階 TEL03.3278.5888 電 の 原因 と な り ます 。 


較 付属 品 と 取り 付け 方 


043 大 阪 市 中 央 区 高 腹 橋 4 丁目 4 番 8 全 光度 手 ダ イ ビル 13 階 TEL06-7696.2961 
2-0016 福岡 市 博多 区 情 多 駅 南 1 丁目 3 笑 6 号 弟 3 補 多 供 成 ビル 7 磁 TEL092-479-8034 


屋 異 常時 の 処置 に つい て 


SS 


@ 妥 ・ 受 信 機 か ら 取 り 外し て 充 回 池 の み を 充 宮 する こと も で きま す 。 
ー ・ 本 体 及び 売 電器 の 端子 は と きど ざき 乾い た 布 で 掃除 し て くだ さい 。 汚れ て 


! アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 1 以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に 軍 が 鳴り 出し た ら 安全 の た め 本 体 の 電源 | . 付属 品 を ご 確認 くだ さい 
! APR フリ ー ダ イア ル 了 0180-484-007 | し で 和光 を 取り 外し 、 電 和 を で 人 用 を OPF に し 、 移 電 を ご 全 用 の 更 合 は 
H 皿 ど こ か ら で も 衣料 で 、 サ ービス 束 口 に つなが り ポ すず 。 ぃ 一 ン セ ン ア : ン セ ント か ら : ニ 、 円 
8/16.00-120 有 (RB び 1S00ー ! PSOB48 ト か ら 扱い て くだ さい 。 尋 谷 な 汰 胡 の ま て 、 で 全 用 を お 控え くだ さい 。 ネッ クス トラ ッ プ ロイ ヤ ホ ン (EME-50) 。 
! FNEENM ま 使用 する と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 障 の 原因 口 保 証書 日 取 扱 説明 書 (本 書 ) リフ レッ シュ ボタ ン 


と な り ま す 。 修 理 は お 買い 上 げ の 販売 
店 、 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 連絡 く 
だ さい 。 お客様 に よる 修理 は 、 違 法 で す 
か ら 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


キ 
2 保 生 書 に ご 贈 入 の 日 付 が 記載 され て いな いと は 、 領収 準 ・ レ シー ト を 保証 還 | いる と の 原因 と な り ま す 。 
安全 上 の ご 注意 上 RS な が レ た D、 た り 、 表 を 6 と いっ し ょ よ に 保管 し て くだ さい 。 ご 購入 日 が 穫 明 で きる 療 括 が な いと 保証 サー | 人 
内 いか が す 軒 全 守 ・ 記 検 ビス は 無効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 | レー - 
天安 全 に 使用 いた だ く た め 、 [安全 上 の ど 注 訪 」 を 使用 の 前 に お 良く だ さい 。 た 5 ケーz を EDL た で が 。 和 抽 了 の 居 と な り ーー し が 5 を 人 する と き は 、 潤 電 し た 居 胡 で 高 混 を け 
に 科 が 人 つ だ と 遼 2 だ さい 。 け が ・ 朗 人 部 際 の 衛 ニ て 保存 し て くだ さい 。 
この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ さき 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 凶 寄 や だ と MDDRY86ch は 人 ネッ クス トラ ッ プ の 取り 付け ee ーッ ケル 人 足し 充電 し た り 、 6 ヶ月 以上 ご 使用 に な ら な か 1 
財産 へ の 損失 未然 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 疾 叶 ご 飲 頼 くだ さい 。 2 出生 CON つた と き は 、 一 時 的 に 注 能 が 低下 し 使用 時 間 が 短く な る 場合 が あり ます 。 
は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 * キ = 本 体 背面 上 部 に ある スト ラッ プ 用 通し 穴 に 取り 付け ます 。 (メモ リー 効果 ) 6 2 H 
表示 の 拓 放 注意 の 湯 人 は 、 の 方 法 で ニッ ケル 電池 の リフ レッ シュ な おこ な っ 
四 だ さい 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 和 が 死亡 また は 重 憎 を 画 使 用 環境 ・ 条 件 、 付属 の ネッ クス トラップ は 、 本 向 専用 で ! 本 本 ! 
負う 危 際 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 テレ ビ ゃ ラジ オ の 近く で 使用 し な いで く 画 人 日光 が あたる 電 所 や 車 の ヒー ター の 2 O 技 人 午 に ニッケ ルポ を 入 し 計り ト に 押入 
この 表示 を 無視 し て 説 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 晶 作 仙 トー Eo 本 に は 昌 が な 記し の の 対象 外 と な り ま す 。 ネッ クス トラ ッ プ は 0 の リフ レッ ミ シュ ポ タン を 押す と 、 科 色 ラン プ が 県 源 し て 放電 ! 
う 可 能 性 が 起 定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 きい 江 で す 。 9 ES 祝 し ます 。 ま 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 し た り 、 次 災 の 原因 と な る こと が あり ま 1 相 設 くだ さい 売店 に ど 9 放電 が 5 ぶす る と 、 自重 的 に 充 二 開始 し ま す 。 
謗 6:ONMWO20%EDMRECSG8 を し て | (2638E 。 | 胃 [ TSN 
に よ が あり ます 。 G 江 0 ・ ネ ックス トラ ッ プ : BBO014G 、 還 6 | 
示 な 場所 に は 固 が な いで くだ さ | トー ーー ドー セー ニー ニニ ーー リフ レッ シュ を お こ な っ て も 、 ニ ッ ケ ル 水 雪 充 電池 の 使用 時 間 が 著しく 短 
表 示 の 凍 味 ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振動 の 多 い 。 火災 感電 ・ 才 隊 の 原因 と な る と と : 1 ei 
人 記号 は 、 注 意 ( 誠 険 ・ 警 告 人 お ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ る い 場所 に は 置か な いで くだ さ さい 。 落ち た ます ご H 0 寿命 が 尽き た も の と 思わ れ ま す 。 新しい も の に お 取り 替え くだ | 
も の で す 。 り 、 倒 れ た だ り し て けが の 原因 と な る こと 電池 の 入れ 方 RT 4 
図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 Mg ツイ ン 連 結 充電 器 (EDC-186A/R) の 使用 方 法 … 
記紀 は 、 行 5 の 欧 上 [で ある と と を = 還 四 
2 胃 に 6096 近 上 中 か か て いす PH の ① 電 凶 カ バー を 取り外す 更 電 する と き は 、 必 ず 肖 用 AD アダ @ 
ーー アン テ ナ を 誤っ て 目 な ど に ささ な いよ う 長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安全 の 2 プター (EDO-16) が 必要 で す 。 EDc-186AR な 
号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 に し て くだ さい 。 た め 必 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 電池 ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 向 Q に スラ イド させ 、 四 5 ea い 
中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC じ アダ プター を コン セン ト を 取り 外し 、 充 電器 を 使用 の 場合 は 電池 カバ ー な 下方 向 め に スラ イド させ て 取り 最大 で 5 台 連 結 し 、 受 信 機 を 最大 10 台 同 
か ら 抜け ) が 描か が れ て いま す 。 イヤ ホン 映子 に は オプ ショ ン の イヤ ホン AC ア ダブ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜 い 外し ます 時 に 売 還 す る こと が で きま す 。 
は 持 し な いで くだ さ 。 下 て くだ さい 。 3 ① 電 スタ ンド どう し を 連結 し ます 。 ロ ッ ク 
誤 ト 具 合 5 に て 通信 な どの 機会 た た め に プ ーー 以外 な ご 使用 に な 3 5 
誠に つま し は た 不具 台 は 、 保証 央 間 の 和 有 押 を 向 わ ず 有 箇 深 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 部 護 |  ⑤ 電 池 を 装着 する 。 レバ ー が 固定 され て いる こと を 確認 し て く 
償 修 理 と な り ま す 。 の 場合 は 、 保 証 対 象 外 に な り ま す 。 市 販 の 単 三 形 乾電池 また は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 充 だ さい 。 
TS 際 -E2ELMMMUM AO アタ フタ ー の コネ クタ を 、 和 の 
| “ご 注意 くだ さい 。 示 に し た が っ て 装着 し ます 。 9 
警 告 恒 充 電器 の 取り 扱い に つい て 2 タン ド の コネ クタ に 接続 し ます 。 
村 充電 遍 の AC ア ダブ ター を 半 く と き は 、 二 諾 の AC ア ダブ ター を 計器 具 に 近 づ |  ② 吉 池 カ バー を 取り 付け る 。 (⑳AC ア ダ プ ター を 家庭 用 コン セン ト AC10 
ー っ 張ら な いで くだ さい 。 火 いで くだ さい 。 火災 ・ 感 還 ・ 電 に 接続 ゃ 
還 使 用 環境 ・ 条 件 コー ド を 引っ 銀 ら な いで くだ さい 。 火 け な い で くだ さい 。 火災 ・ 感 電導 障 の 吉池 カバ ー の ル マ ー ク と 本 体 の 4 マー ク を 合 OV に 接続 し ます 
ター WOGRSUN0 2 27 る と 、 提 ラ ンプ が 
This product IS parmitted for Uso 合 、 い か な る 名 動作 不具合 が 生じ て で くだ さい 。 を 矢印 の 方 向 の に スラ イド させ ます 。 き ちん 3 2 する の 5 引 邊 コン プ が Ob ま 
jn Japan only. も 守 お 末 は 225 人 は の 誠人 画 保守 ・ 点 検 と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 M QCZ ダ プター 
う も の で | 届 EDC-16g 
、・ ガー、 ・ 生 部 か ら # た ) に 付 居 に し て 、 量 】 ぃ 
3 陸 6 B 四 ほ を DEE に し て 同人 記 り 欠 し 、 才 ・ 電 池 の 竹 性 [+/ー] を 問 違え な いよ うに S 受信 指 を 前 方 の ポケ ッ ト に 押入 する と 赤色 ラン プ が 点灯 する が 、- 後 方 の ポ ゲ 
に と の どこ 人 商 に 調 を 大 あお 連 肝 を に 便 用 の 叶 合 ば 、2AG デ ポ プ タ 0 フン ia 人 用 し がい と さ は 、 的 電池 また は ニッ ケル 水 多 電池 を 有人 本体 ! ッ ト に 挿入 する と 押下 ラン プ が 点灯 する 、 あ る い は その 逆 の 動作 を する て ど 


の で は あり ませ ん 。 で 洗い 流し て くだ さい 。 


が あり ます 。 か ら 取 り 出 し て くだ さい 。 1 が あり ます 。 充 器 開 始 を 検知 する タイ ミン グ に より 、 この よう な 動作 を する , 


アル カリ な ど 高 性 能 乾 西池 の 使用 を お すす めし ます 。 . .  ..}】  : と が あり ます が 異常 で まあ り ま せん 。 


連続 送信 の ガイ ド シ ス テム に つい て 


3 分 の 時 間 制 限 無く 通信 し た い 場 合 に は 、 下 記 の よう に 送信 機 を ロー パワ 
ー (1mW) に 設定 し て くだ さい 。 

チャ ン ネ ル は b18-h ら 9 の 範囲 で 任意 に 設定 で きま す 。 

2 「B」 (481MHz) が 送信 可能 な 特定 小 電 力 ト ラン シー バー 


人 了 即 を 1mW に 設定 する と 、 電波 が 青 沿 に 弱く な る た め 通信 エリ ア が 、 
大 に 括 く な り ま す 。 


送信 機 が DJ-H100D/DJ-P ら 4 の 場合 


送信 提 を モー ド 「3」、 周 波数 帯 TB] に 設定 し 、 セ ッ ト モ ー ド で 連続 送信 (ロー パワ 
ー) に 設定 し ます 。 
次 に 自動 接続 手順 解除 機能 で OFF を 選択 し チャ ン ネ ル を b12 一 Do8 の 範囲 で 本 機 


と 合わ せま す 。 グ ルー プ ト ー ク 携 能 (グル ー プ 番号 1 一 6 ま で ) を 使用 する こと も で 
きま す 。 


送信 機 が DJ-RSOD の 場合 … 


送信 機 を モー ド 「8」、 周 波数 帯 TB] に 設定 し 、 セ ッ ト モ ー ド で 連続 送信 (ロー バ ワ 
ー) に 設定 し ます 。 
次 に チャ ン ネ ル を b18--D29 の 範囲 で 本 機 と 合わ せま す 。 
※ グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 する こと は で きま せん 。 


加 部 の 名 前 と は た らき 

前 面部 eo REVSRSenea5eseds 

アン テ ナ 
レン ーー アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 
いま す 。 
= 
電源 ラン プ ム ( ア ッ プ ) キ ー 
電源 を 入れ る と 赤く 点灯 し [コー | 音 時 を 上 げ る と き に 押し ます 。 


ます 。 
電池 残 壇 が 少な く な る と 点 
滅 し ます . 


s 


設定 スイ ツチ … の 層 層 ーー………ー 603 を 02204822Sgssssc な eg93S さ 82se 
項目 初期 値 設定 スイ ッ チ 1 
1 
e 己 コ 
e 己 
ィ | ブル ー プ 鞭 号 設定 一 6 OFF @ 戸 ゴゴ 
ゅ 戸 コ 
5 @ 思 」 上 
四 @ 思 _」 
プ | コン パン ダー( バ ッ ク ノ イズ 低減 ) OFF Q 
8 | 音量 メモ リー OFE @ 上 明 
9 1B8( バ ッ テ リー セー ブ ) ON 時 
10 | 宮地 衣 択 (アル カリ 乾 惑 也 / ニ ッ ケ ル 水 索 区 池 )| ア ルカ リ 乾 電 地 
項目 初期 値 設定 スイ ッ チ ら 
1 G 記 
ら Q@ 丁 ゴ 
| 3 | チャ ン ネ ル 設 定 LOt le 選 ゴ 
02 e 己 コ 
回 ゅ 思 ゴ 
6 | 交 台 胃 放 中 織 通 信 設 定 | 交 和 通 語 em 
加 種 機能 に つい て の 詳し い 内 容 は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
http://www.alinco.CoJp/ …「 電 子 事業 部 ]「 ダ ウン ロー ド 」 


其 本 操作 
本 機 の 基本 と な る 操作 方 法 を 説明 し ます 。 
交互 通 語 ooo 0335228886 


画 交 ニ 通 話 用 チャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ ら ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス の 両方 の 20 チャ ン ネル を 搭載 し て いま す 。 


ニ どー 


っ りや 語 
電 音量 を 下げ る と き に 押し ます 。 hgHHp 敵 WiHBte Eee 隊員 相 間 HH 棚 申 
上 方 向 に スラ イド させ EE hage SEE Ce 
CE DWH [ 届 WiHle WWHe W 明 e 語 加 

BY CS SSR の SGSSESS RE 

上 下 部 ee seesnesieesss 則 敵 全 用 本 細 E2 間 My 介 aio 

外部 イヤ ホン 賠 子 (3.5) Hide de He | 間 本 本 把 
1 トス トラ Se 
⑨ スト ラッ プ 取 り 付け 用 ヒン ジ - ス イッチ の 切り 奉 え に は ペン 先 の よう な 先端 の 丸い も の を お 使い くだ さい 。 
ナイ フ の よう な 鋭利 な も の で は 、 ス イッ チ を 破損 し 、 故 障 の 原因 と な り ま す の 
で ご 注意 くだ さい 。 
・ 無効 な 組み 合わ せ ( 設 定 ) の 場合 は 、「LO1」 と な り ま す 。 
画 吉 源 を 入れ る 
背面 部 ae TTY トト トト ee YY YTY 電源 スイ ッ チ を 矢印 の 方 向 に スラ イ ド さ せま す 。 
ー 電 湖 ラ ンプ が 赤く 応 灯 し ます 。 に に 
背 量 を 調整 する 
[ ム /Y] キ ーー を 押す 。 2 
で キー を 押す と 、「 ビ ッ ] と いう 音 が 聞こ えま す の で 適切 
剛 ロ 全量 間 聞 は 0 ご SD の 1 層 隊 で 、 初 汰 態 は 10 に 
の づつ ーー ューーーー べ リッ 穴 下 ) PR こい ここ に 
回 人 1 〇 GT で ルト クリ ッ プ 取 DH け 導い 和 

ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 

向 へ スラ イド させ て 取り | 

2 設定 スイ ッ チ 1 四 生 を 押し 技 け る と 、 連 続 し て 音量 が 変化 し ます ] 

所 ツ っ し | い 下 か 用 、 e 
上 ML コー | 生得 機能 を 設定 する と き に 全 ー 
と 財 用 し ます 。 

市 有 の 電池 た は 還 記 

ニッ ケル 水 案 売 電池 (EBP- 。 男 受 信 す る 

79) を 半 着 し ます 。 | 欄 上 に と 


チャ ン ネ ル を 設定 する と き に 
使用 し 


電波 を 受信 する と イヤ ホン か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 


中 継 通信 ドド 


直接 の 通信 で は 電波 の 届か な い 場 所 に いる 相手 の 電波 を 中 継 器 を 介し て 受信 する こと 
が で きま す 。 別館 弊社 製 の 中 継 器 対応 トラ ン シ ー バ ー と 中 継 器 が 必要 で す 。 


画 中 継 析 信 用 チャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ ら ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 2 アチャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


画題 


上 了 
EHP | 還 生 WPe 間 還 中 


5 本 際 


"で ロロ ロロ ロー 


PH 間 間 聞 遇 症 


呈 明 了 
敵 員 B23 


間 昌 間 了 


間 昌 es 


間 間 の 


iii HHH 間 Pe 


間 四 
間 遇 際 


還 是 本 の 


| 軸 間 の 
国 間 間 


隔 か 
凍 是 


韻 p 


・ ス イッ チ の 切り 替え に は ペン 先 の よう な 先端 の 丸い も の を お 使い くだ さい 。 
ナイ フ の よう な 鋭利 な も の で は 、 ス イッ チ を 破損 し 、 故 陣 の 原因 と な り ま す 
の で ご 注意 くだ さい 。 
・ 無 効 な 組み 合わ せ ( 設 定 ) の 場合 は 、「L10」 と な り ま す 。 


グル ー プ トー ク 機 能 ( 設 定 ス イッ チ 1)… 研 研 mR で で 
この 設定 を 行う と 、 同 じ グ ルー プ 番 号 が 設定 され た 電波 を 受信 し た と きだ け 
イヤ ホン か ら 音 声 が 聞こ えま す 。 

弄 グ ルー プ 番 号 の 設定 

グル ー プ 番号 は 、 1 6 まで の 6 種類 で す 。 


BUMHHHHHU| ループ 証 な し 


ロロ ロロ na ら nn ロ 


HHdWHHHl| ター2 和 4 


HHHWHHMl タ レー 


HHHHHOdH| グ ルー7 電 叶 1 


mmm 
HpHHHdl ク グレ ー プ 2 
aid 


HHHHWHHH タッ ー フ 和 6 


HPHhHHHE クープ 電 3 


・ 他 の 弊社 製 ト ラン シー バー の グル ー プ 番号 1 6 と 共通 で す 。 
・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと が あり ます 。 


減 電 池 表 示 … PF て TTY トト トト トド 


電池 の 残 時 が 少な く な る と 、 赤 色 ラ ンプ が 点滅 し ます 。 赤色 ラン プ が 点滅 し まし 
た ら 、 乾 電池 を 交換 また は ニッ ケル 水素 充電 池 を 充電 し て くだ さい 。 


「 大 き な 音 が 鳴る と 電源 が 切れ る 」「 オ ン オ フ を 絡 り 返す } な どの 症状 が 出 た 場合 
も 電池 の 潜 耗 が 考え られ る た め 、 新 し い 電池 と 交換 また は ニッ ケル 水素 充電 池 
を 充電 し て くだ さい 。 


故障 と お 考え に な る 前 に 


症 状 原 
電源 が 入ら な い 。{ 電池 が 消耗 し て いる 。 


新しい 電池 と 交 抱 し て くだ さい 。 

ニッ ケル 水素 充電 池 を 充電 し て く 
だ さい 。 
電池 の 入れ 方 が 周 違 っ て い | 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 


斉 が 出 な い 。 音量 が 低 すぎ る 。 適切 な 音量 に 調整 し て くだ さい 。 
受信 し な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 同じ グル ー プ 秋 号 | に 合わ せ て くだ さい 。 


相手 と 距離 が 離れ すぎ て い | 場所 を 移動 し て 通信 し て くだ さい 。 


る 。 
充電 し な い 。 充電 端子 が 汚れ て いる 。 充電 端子 の 汚れ を 乾い た 布 で 拭き 


取っ て くだ さい 。 
ニッ ケル 水素 充電 池 が 正 し | ニッ ケル 水素 充電 池 を 正しく 入れ 
く 装 着 さ れ て いな い 。 直し て くだ さい 。 


電池 が 消耗 し て いる と まれ に 誤動作 する こと が あり ます 。 ニッ ケル 水素 充電 池 を 充電 
も し く は 新しい 電池 に 交換 し て くだ さい 。 


生産 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な り 、 修 理 が で き な い 場合 も あり ます の で ご 
了承 くだ さい 。 

補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生産 終了 後 5 年 で す 。 


オプ ショ ン 一 覧 


EBP-179 ニッ ケル 水 率 充電 池 (1.2V 2000mAh) 
EDC-185A シン グル 充電 器 セ ッ ト 
EDC-186A ツイ ン 連 結 充電 叶 セ ッ ト 
EDC-186R ツイ ン 連 結 充電 スタ ンド 
EDC-138 AC ア ダブ プター 

EDC-162 ツイ ン 連 結 充 路 器用 AC ア ダブ ター 
EME-6 イヤ ホン 

EME-26 カー ルコ ー ド イヤ ホン 

EME-50 耳 か け 式 イ ヤ ホ ン (DJ-RX3 付属 ) 
ESC-43 ソフ ト ケ ー ス 

BHO028 ベル トク リッ プ 

AAO076 ベル トク リッ プ 取 り 付 け ネ ジ 


レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 421.7875 一 421.9125MHz 
428.2000 488.3000MHz 
ビジ ネス チャ ン ネ ル | 421.5750 一 421.7875MHz 
4825.0500 一 488.1 750MHz 


52.8(W)x78.8(H)x 14.B(D)mm( 突 起 物 除く ) 
~ 重 約 64g ( 単 三 形 乾 電池 含 お ) 


・ 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が め り ま す 。 

・ 本 雪 の 説明 朋 イ ラス ト は 、 実 物 と は 字体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 家 示 を 省略 し て 
いる 場合 が あり ます 。 

・ 本 婁 内 部 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 


受 * 信 方 式 -| ダブ ルス ー バ パー へ ヘテロダイン 
受 : 層 感度 | -14dBu (12dB SINAD) 
中 間 周 流 数 | 1*uIF21.7MHz/8m IF 450KHz 
音 : 声 出力 . | 5OmW 以 上 (8n 負 和 荷 時 ) 
定格 電圧 | DC1.5V 
-10- 50 で 
す 法 
時 


